
２．現地普及活動事例の概要

１）黒毛牛群管理ソフトを活用した和牛生産基盤の強化

日高農業改良普及センター 本所

１． はじめに

新ひだか町静内（以下、静内地区）では、軽

種馬生産者の経営安定化対策として、 2003 年

から黒毛和牛の本格的な導入を進め、短期間で

肥育素牛産地となった。一方で、和牛の重要な

生産基盤である繁殖雌牛については、 2013 年

時点で６～８歳の繁殖雌牛が半数を占めてい

た。これらの繁殖雌牛の多くが３～５年以内に淘

汰対象となるため、計画的更新による繁殖雌牛

の頭数維持が喫緊の課題となっていた。

静内地区では多くの農業者が自家産雌牛の

保留（以下自家保留）によって後継雌牛を確保

したい意向が強い。そのことを踏まえ、普及セン

ターでは繁殖雌牛の能力を一覧で示すことので

きる黒毛牛群管理ソフト（以下、牛群管理ソフト）

（「黒毛和種における地域繁殖雌牛牛群の改良

システム （ H26 普及推進事項）」）の活用による
雌牛の自家保留を推進した。しずない農協と連

携し、繁殖雌牛に関するデータ整備支援を行う

とともに、牛群管理ソフトの活用を図った。農業

者に対しては研修会や個別の情報提供を通し、

繁殖成績や推定育種価（注１）等の牛の能力を

示す客観的指標の利用法を説明し、総合的視

点から後継用繁殖雌牛の造成・自家保留に向け

た支援活動を行った。

２． 取り組み内容

(1)静内地区の繁殖雌牛の課題を把握するため

繁殖雌牛の実態調査を行った。淘汰候補の高

齢繁殖雌牛の増加とバランスの悪い年齢構成が

明らかとなり課題が明確化した(図１，２)。

(2)「牛群管理ソフト」の利用に向けた各種データ

を整備し、「繁殖牛能力一覧」をはじめとする農

業者向け資料（図３）作成と情報提供について、

町・農協・普及センターの３機関による指導体制

を構築した。

(3)個別巡回と講習会により優良繁殖雌牛造成・
自家保留に向けた意識啓発を図った(図４)。

３． 取り組みの成果

(1)後継雌牛造成・保留を中心とした、繁殖雌牛
の計画的更新に対する農業者の意識が向上し

た。

(2)推定育種価に対する理解が図られたことで、
総合的な基準による後継雌牛造成・自家保留の取

り組みが開始された。

(3)自家保留を中心とした後継雌牛および地
区内繁殖雌牛頭数が増加した（図５）。

４． 地域内外への波及

静内地区での牛群管理ソフト活用の取り組み

を他町に情報提供を行った結果、新たに２地区

（2016年浦河・様似、2017年えりも）で同

様の活動が開始された（写真１）。

５．今後の課題

(1)牛群管理ソフト管理の役割分担

利用３地区中、農協主体の管理ソフトの更新

作業は現在１地区に留まっており、未実施地区

において農協との役割分担を検討する。

(2)ゲノム育種価（注２）の活用

現在推定育種価の活用に加え、「産肉能力

のゲノム育種価を活用した黒毛和種の早期選

抜法（H28 普及推進事項）」の利用による高

能力雌牛造成を推進する。

【用語の解説】

(注 1)推定育種価
枝肉成績と血統情報から算出された「遺伝的能力」

を数値化したもの。と畜牛の枝肉成績が道内に報告

された場合、親牛の「産肉能力」を枝肉６形質（枝

肉重量、ロース芯面積、バラ厚、皮下脂肪厚、歩留、

脂肪交雑）について数値およびランク（Ａ～Ｃ）で

算出され農業者に提供される。繁殖雌牛の推定育種

価が判明するのは５歳以降と時間がかかる。

(注 2）ゲノム育種価
遺伝子（＝ゲノム）情報から、牛の能力を早期に

予測する技術。牛の毛根等の遺伝子と血統情報を用

い能力評価を行う。推定育種価に比べ早期に判明で

きるため、これを用いた牛の改良の早期化が期待さ

れる。



図１ 繁殖雌牛の極端な年齢構成（2017静内地区）

図２ 繁殖雌牛を巡る課題と解決の方向性

図３ 繁殖雌牛の能力が一目でわかる「黒毛牛群管

理ソフト」の帳票

順位 年齢 血統 名号 順位 分娩間隔 名号 順位 得点 名号 順位 育種価 ランク 名号 順位 育種価 ランク 名号

3.4 徳悠翔 れみ 334 あきちん 82.0 しょうこ 102.8 A はるすずめ 2.43 A あおい１９

4.1 来侍招福 しょうこ 342 しょうこ 82 すみれ 83.0 A ゆうこ１７ 2.1 A はるすずめ

4.1 美津福 ありす 349 ひらりん 81 まりおん４５９ 80.3 A あおい１９ 2.1 A ひらりん

4.6 安福久 のりか 349 ありす 81.2 ゆうこ１７ 57.4 B かつふくこ 1.90 A ゆうこ１７

4.6 百合茂 あきちん 350 まりおん４５９ 80.8 あおい１９ 42.7 B ひらりん 1.7 B たかこ０３２９

5.2 勝忠平 まりおん４５９ 355 たから 81 たかこ０３２９ 7.9 C ふくこの３ 1.70 B たから

5.4 平茂晴 はるすずめ 359 たかこ０３２９ 80.6 ふくこ２０ 7.2 C あゆみ 1.35 C かつふくこ

7.0 平茂晴 ひらりん 360 かつふくこ 80 たから 1.9 C たから 1.32 C あゆみ

育種価未判明

審査得点 （発育・資質） 枝肉重量育種価 （産肉能力） 脂肪交雑育種価 （産肉能力）

Ａランク（上位１/４以上）

Ｂランク（上位１/２～１/４）

Ｃランク（下位１/２）

育種価未判明

高能力牛を改良の基礎として、後継牛を生産・保留しましょう！

Ａランク（上位１/４以上）

Ｂランク（上位１/２～１/４）

Ｃランク（下位１/２）

８１点以上

８０～８１点

８０点未満

繁殖牛能力一覧 農　家　名

５才未満

牛群構成 （年齢・血統） 分娩間隔 （繁殖能力）

３６５日以内

伊丸岡　順

１０才以上

３６５～４００日

４００日以上

５才～１０才

伊丸岡　順

登録番号 名号 登録番号 名号 登録番号 名号 登録番号 名号

2912047616 ひらしげみ 2912396826 かつこ 2912047616 ひらしげみ 2912057264 ひらくにかつ

2912057264 ひらくにかつ 2912434547 めばえ 2912126718 えいこ 2912126716 はなよ

2912126715 もりさかえ 2912126719 てるみつ 2912230701 せりか

2912126716 はなよ 2912198812 はなよ１６ 2912230702 くにやすなか１８

（育種価のランク：C）

交雑能力低い牛

要チェック牛

年寄りの牛 分娩間隔長い牛 枝重能力低い牛
（１０才以上の牛） （４６０日以上） （育種価のランク：C）

印 刷

メニューへ戻る

帳票２

帳票３

10

繁殖雌牛１頭ごとの
繁殖成績、育種価等を能力順に表示される

淘汰候補牛がリストアップされる

静内地区の繁殖雌牛を巡る課題（2013年当時）

＜新たな課題＞

5
客観的能力指標＝「育種価」を活用した後継雌牛づくり

・規模拡大（増頭）農家では淘汰が進まない
・繁殖牛の償還が継続中～高能力の雌子牛も売却

→繁殖雌牛更新の機運高まらず

＜課題解決に向けての方向性＞
◎自家保留中心の計画的更新

高能力繁殖雌牛の選抜→計画的交配→♀産子の保留

繁殖雌牛の高齢化
淘汰対象牛の増加

若齢雌牛の頭数少
市場価格高騰による
雌牛導入経費増

バランス
の悪い
年齢構成

図５ 自家保留中心の若齢雌牛が増加中

図４ 黒毛牛群管理ソフト・育種価を活用した活動

内容と農業者の反応（2015静内地区）

写真１ 他地区への波及に向けた研修会（2016）


